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6/22 

舌の動きと口の開きを

合わせながらリズム良

く発声練習！！ 

 ～歯科衛生士の 

指導のもと～ 

～6/25 

 ４年ぶりに開催となったふれあいぬくもり展に利用者・利用者ご

家族等多くの来場者が作品を見に来られました。久しぶりにうらら

に飾られた作品を眺め、ご満悦の利用者も見られたり、また一般来

場者とのふれあいもあり、会場が和やかな雰囲気に包まれていまし

た。ご尽力いただいた山本先生、本当にありがとうございました。 

毎月の喫茶の後に、口腔ケアの一環
として歯科衛生士と一緒に口腔体操を
行っています。楽しみながら舌や口を
動かし、誤嚥の防止を図っています。  ～出来上がった 

ツナマヨパン！ 

ツナマヨをたくさんのせると 

美味しいよ～ 

毎回皆さん心待ちにしている料理活動です。和菓子職
人をしていた利用者は、とても丁寧な作業で型まで流し
込み手際の良さはさすが！でした。また食べたいとリピ
ーター続出です！ 

今年も和こう園児のおみこし披露や
「いしかわズービック」の皆さんによる
歌と演奏で来場者を楽しませていただ
きました。ご家族も多く来場され、利用
者と一緒に楽しいひと時を過ごしてい
ました。 

 ～キッチンカーも

盛り上げに華を添え

て頂きました！～ 

-10/5- 



アフリカの諺に 「早く行きたければ一人で行け、遠くへ行きたければみんなで行け」 

（ If you want to go fast, go alone. If you want to go far, go together.）があるようです。 

私は欲張りなので、「どちらが良い」ではなく、「早く」と「遠く」を両立出来る方法がないかと 

考えるようにしています。今年もよろしくお願いします。（担当 小西） 

 

センター利用者募集 
 センターでは、入浴や食事、 

リハビリや創作的活動などの 

各種サービスを行っています。 

センターを利用しながら、ライ

フワークとして取り組める趣味

や特技を見つけてみませんか。

お気軽にご相談を！   

－連絡先－ 

T E L ：0761-46-1411 

担当者：小西・東出 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

全国障害者スポーツ大会 SAGA 2024 
ボッチャ競技 県代表出場（吉本） 

火曜日 生花（第 1・3 週） 押し花（第 4 週）  

水曜日 書道（第 2・4 週）   

木曜日 絵画（第 1・3 週） 陶芸（奇数月の第２週） 

 

土砂災害防災訓練（苑三階食堂への垂直避難）  
（苑・小松瀬領特別支援学校との合同訓練） 
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吉本彪流さん（山森・吉本ペア） 

・全国障害者スポーツ大会 SAGA2024 ボッチャ競技 

肢体不自由者「I プール」 優勝 

土手塚友喜さん 

・小松市ふれ愛アート展 ポップアート賞 受賞 

 

利用者募集 

見学、相談受付中!! 

T E L ：0761-46-1414 

  担当者：大保 

新規の仕事として歯ブラシの袋詰めの作業が始ま

りました。個包装された歯ブラシを袋の中に１本ずつ

入れていく作業です。お客様にきちんとした状態でお

届けするために担当利用者さんは日々袋詰めの練

習を重ねてきました。１月末が納品予定となってお

り、現在袋詰めを頑張っています。タオル作業の合間

にも取り組みながら今後品数を増やしていきたいで

す。本年もひまわり一同よろしくお願いいたします。 

            (担当:大保)             

今回の一句 

 ～完成品～ 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

        

  

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

  

  

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

中川 悟さん 

(R6.6.13 入所) 
 
伏見谷 弥さん 

(R6.8.19 入所) 

長川 大輔さん 

(R6.12.16 入職) 

長田 宏希さん 

(R6.10.1 入職) 

入所して半年が経ち

ました。小松陽光苑

の生活にも慣れてき

ました。よろしくお願

いします。 

能登の震災で珠洲市

から参りました。まだ

慣れない事ばかりで

すが、少しずつ慣れ

ていこうと思います。 

利用者様、地域の皆様に

信頼されるよう日々努力

してまいりますので、よろ

しくお願い致します。 

 

毎日覚える事が多く四苦八

苦しておりますが、思いや

りや助け合いの気持ちを持

って頑張っていきます。 

お問い合わせ窓口 

 

 

 

TEL  0761-46-1224   

E メール info@youkou.isg.or.jp 

 担当：生活支援課 村田・滝岡まで 

 

ご利用案内 

在宅障害者の介護をしている家族等が病気や

その他の理由によって一時的に介護が困難にな

った場合、当苑をご利用頂くことができるショート

ステイを行なっています。 

 

当苑近くにある「ビュッフェこま

つせせらぎ」さんからクリスマスビ

ュッフェにむけての飾り作りのご 

依頼を受けて利用者

と 一 緒 に作 成 し ま し

た。当日は店内に素

敵に飾り付けして頂き

ました。今後も交流を

深めていけたらと思い 

ます。    

 

～作業風景～ 
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就労準備支援事業の活動として、小松陽光苑の玄関先に自分達で作成した門松を設置しました。               

門松を作ることが初めての利用者に対して、作り方を知っている利用者が教えるなど、協調性を育む光景が見

られ、季節を感じられるイベントの製作を通して感性を豊かにしてくれました。利用者の皆さんが互いに影響し合

い、新たな刺激を得ることで就労意欲の向上や好奇心を育む機会になるよう、今後も就労にむけて幅広く活動

を続けていきたいと思います。                                          （担当：倉田） 

 

 

 

店内の様子 

～完成品～ 

～門松製作から得られた学び～ 

 
 


